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　New York Public Libraryで19世紀の雑誌を
漁っていたところ，タイプライタ雑誌の中で下図
の記事 1）に出くわした。1890年 2月 6日付 Berk-
shire News （Great Barrington, Massachu-
setts） からの転載のようだが，「he Said it 
would Be a thxng of beavty & jOy FORev-
er」の直後に，今で言う顔文字（winking smi-
ley）が見える。もちろん，これが本当に顔文字

を意図したものかはわからない。John Keatsの
元ネタ 2）では，この行の末尾にコロンがあるので，
それを打ち間違った可能性も否定できない。しか
しまあ，これをサカナに，顔文字についてちょっ
と考察してみるのも悪くはないだろう。
　電子メールや電子掲示板で用いられている顔文
字の起源は，Scott Elliott Fahlmanが1982年に
考案した：-）だとされている 3）。日本では，若
林泰志が1986年に考案した（^_^）が，もっとも
古いと言われている 4）。しかし，1980年代という
のは，いくらなんでも最近すぎやしないか。スマ
イルバッジが流行ったのは1971年のことだ 5）。あ
るいは下図に示した映画広告 6）は，1953年公開の
映画『Lili』のものだ。世の中にこれほど が氾

顔文字は文字なのか

安岡孝一
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濫していたのに，本当に1982年に至るまで，顔文
字はコンピュータに取り入れられなかったのだろ
うか？
　ここまで考えたところで，筆者はハタと，ある
パソコンに思い至った。SHARPのMZ-80Kだ。
1978年発売のあのパソコンには，顔の形をした文
字が搭載されていた（下図 7））。 8ビットの文字
コードが採用されていたのだが，英小文字すら収
録されておらず，代わりに人や蛇や UFOやトラ
ンジスタが収録されているという，独特の文字コ
ードだった。MZ-80Kのユーザは，最初から顔
文字を自由に使える環境にあったのだ。
　では， を含む文字コードは，他にはないのだ
ろうか。調査してみたところ，1971年に国立国会
図書館で開発された文字コードである NDL-70に
は， が含まれていた 8）。筆者が発見できた中で
は， これがいちばん古いものだった。 ただ，
NDL-70は国立国会図書館の独自コードであり，
あまり一般性がない。もう少し広く流布したもの
はないか，とさらに調べてみたところ，なんと
IBM PC内臓の文字コードには， と が含まれ
ている 9）。IBM 5150の発売は1981年だから，何
のことはない，Fahlmanが：-）を考案する以前
に， を内臓したコンピュータは，世界中にバラ
まかれていたのである。
　だとするとなぜ，Fahlmanは：-）を考案しな
ければならなかったのか。彼のディスプレイは

を表示できなかったのだろうか。これは，そう考
えるべきなのだろう。Fahlmanが最初に：-）を
書き残したのは電子掲示板であり，さまざまなコ
ンピュータのユーザがそれを読む可能性があった。
そういう場で確実に文字を伝えようとするなら，
当時のアメリカでは ASCIIの範囲内の文字を使
うのが安全だ。ASCIIに はないから，ASCII
の範囲で文字を組み合わせた：-）は妥当な選択
と言える。日本においても， は JIS X 0201に
も JIS X 0208にも含まれていないから，若林は
（^_^）を作り出したと言える。これら考案者た
ちは，制限のある文字コード上で，如何に簡潔で
美しい表現を生み出すか腐心したに違いない。
　しかし，現在の日本の状況は，考案者たちの置
かれていた状況とは，大きく異なっている。ほと
んど全てのパソコンは Unicode対応となってい
るし，携帯電話も Javaが動いてあたり前の時代
だ。UTF-8こそが文字コードの標準であり，そ
こでは も も表示可能である。それにもかかわ
らずユーザの多くは， などには目もくれず，
次々に新たな文字の組み合わせを考案し，それら
の顔文字を情報交換しあっているのだ。これはい
ったいどういう現象なのだろう？　次々に新しい
顔文字が現れる現状を「ケータイ文化」と呼ぶむ
きもあるようだが，これは本当に「ケータイ」や
「ネット」に限ったことだろうか。既存の文字の
組み合わせで新しい文字を大量に作り出してきた
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文化を，我々は他に知らないだろうか。
　思うにこの現象は，漢字文化圏においてはここ
四千年の間，ごく普通におこなわれてきたことと，
本質的には同一である。必要とする表現に対して
新たな文字を生み出す，というのは，漢字文化圏
の血には無条件で楽しいのだ。康煕字典までに何
万字も作ってきたにもかかわらず，戦後に簡化字
や当用漢字を生み出したのも，結局はそういう血
なのだろう。しかもそれは漢字に限らない。カタ
カナだって，ハングルだって，考えた連中は楽し
くてしかたなかったはずだ。顔文字だって，そう
に違いない。ただ，顔文字は多くが記号の組み合
わせであり，構成原理が漢字やその周辺の文字と
は多少違っているような気がする，というだけの
ことだ。
　しかしながら，顔文字は文字なのか，と問われ
ると，現時点では筆者はイマイチ自信がない。現
在の顔文字は，音声言語との対応を著しく欠いて
いる，という点で，文字と呼ぶには，はなはだコ
コロモトないのだ。もちろん，音声言語を持たな
い文字というのもありえるのだが，それよりもい
っそ，顔文字を「しゃべる」人たちが現れてくれ
れば，と筆者は願ってしまうのである。漢字を日
本語で読む，という荒業に挑戦した者たちの末裔
ならば，顔文字を「しゃべる」くらい造作もない
ことのはずだ。顔文字と音声言語との対応がつく
のはいつのことなのか，未来の女子高生たちに期

待したいと思う。

1）“Sins of the Typewriter", The Typewriter 
World, Vol. I, No. 2 （October 1897）, p. 46.
2）John Keats: Endymion : A Poetic Romance, 
London : Taylor and Hessey （1818）.
3）Katie Hafner: “Happy Birthday ：-） to 
You : A Smiley Face Turns 20", The New 
York Times, Vol. CLII, No. 52246 （September 
19, 2002）, p. G4.
4）“絵文字の謎～ IT時代・変わるコミュニケ
ーション "， クローズアップ現代，No. 1535
（2002年 1月24日）.
5）“海外トピック”， アサヒグラフ，2494号
（1971年10月8日），p. 82.
6）“Lili", The New York Times, Vol. CII, No. 
34744 （March 10, 1953）, p. 26.
7）“LOAD TEST No. 1 シャープMZ-80K"，
ASCII, Vol. 3, No. 5（1979年5月），pp. 45-51.
8）安田健 :“国立国会図書館における漢字情報
システムについて―字種決定および入出力機器
の機能を中心に―”，科学技術文献サービス，
第43号（1975年10月），pp. 1-13.
9）Gregg Williams : “A Closer Look at the 
IBM Personal Computer", Byte, Vol. 7, No. 1 
（January 1982）, pp. 36-68.
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　三月，ローマへ行くついでにバルセロナに足を
延ばして，以前から見ておかねばならないと思っ
ていた寫本を見ることにした。ホテルへの到着が
夜中の11時半，翌々日の午後にはもう空港の待合
室にいたから，この町に居たのは都合40時間ほど
のことになる。そのうちの15時間を圖書館で過ご
した。そんなわけで名にし負うサグラダ・ファミ
リア教會も見ずじまいであった。食事のために外
へ出た時，サッカー・ファンが旗を振りながら大
擧して行進しているのが印象に殘っているくらい
で，カタロニアの都を觀光する暇のなかったのは
やや心殘りである。
　さて今回目的としたのはサングレイ語文法の寫
本である。サングレイ語というのは，400年ばか
り以前にフィリピンはマニラで交易に從事してい
た福建商人の言語，すなわち古い閩南語というこ
とになる。チンチェオという名稱で呼ばれること
もあるが，それは彼らが船出をする故郷の港町チ
ョンチェオ（漳州）を指し，ローマ字綴りの混亂
も手傳って，スペイン人をはじめヨーロッパ人に
はこういう名前で呼ばれていた。
　この寫本を所藏するのはバルセロナ大學の圖書
館。いずこも同じ，この大學も郊外に本據を移し
ているが，幸い圖書館の善本室は文獻學部ととも
に中心部の古い建物に留まっている。閲覽室はそ
の古建築の二階にあって，近代的に改裝してあり
快適である。善本室はその一番奥にあるドアの更
に中。朝早いので若い司書が一人居ただけだが，
愛想よく應對してくれ，すぐに目的の寫本を出し
て來てくれる。コンピュータの使用も可。ただ寫
本が小さな字で書いてあるのと照明がよくないの
とで，寫本を見るときは眼鏡を外し，コンピュー
タを打つときは眼鏡をかけるという鹽梅で，能率

の惡いこと甚だしい。ここ一年のあいだに老眼が
進んだのは明らかで，この手の仕事はそろそろ限
界かと思う。
　格鬪相手の寫本はといえば，木版で罫を印刷し
た中國紙を用い，各ページを二段に分かって，筆
記體のスペイン語で書かれている。萬暦四十八年
（1620）の年號が寫本中に見えるので，恐らくこ
の年に現地で書かれたものと思われる。丁寧な書
體で，文字を讀むことにはさほどの困難はない。
すべてのサングレイ語には漢字が添えられている

バルセロナ訪書略記

高田時雄

サングレイ話文法寫本の一葉
「萬暦四十八年」の紀年が見える
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ので，實はそれも解讀の助けになる。同じ文法の
別の寫本がロンドンの大英圖書館にあることが知
られている。その寫しを持參して比較したところ，
かなりな部分に異同が見られた。ロンドン本には
書き加えたと覺しき部分が間々あり，バルセロナ
本の方が原姿を留めているように思われる。

　この文法の作者については，アウグスチノ會士
マルティン・デ・ラダとする説もあるようだが，
定かではない。バルセロナの寫本には，卷頭にド
ミニコ會士のライムンド・フェイホ神父が用いた
本である旨の書き込みがある。少し調べた限りで
は，この人の名を在フィリピンの宣教師中に見い
だすことが出來ない。スペインに居て，サングレ
イの言葉に興味を抱いたとすれば，よくよく奇特
なことと言わねばならないが，その事情は知るよ
しもない。
　晝近くになって，館長先生が悠然と出勤して來
られたので，中國物がほかにないかと尋ねてみた。
いかにも圖書館長然とした，眼鏡に髭の老先生は，
漢字が書いてあるのはとにかくこれだけだと，二
の句を繼げぬそっけない返事。バルセロナの「漢
字文化遺産」訪問は，かくして翌日もサングレイ
寫本の筆録に費やすこととなった。飛行機がロー
マに着き，さらにテルミニの驛に辿り着いた頃に
は，もう日は暮れていた。

バルセロナ大學圖書館の建物
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　去年あたりから実感しだしたのだが，自分の教
育・研究面での蓄えが底をついてきた。このあた
りで，改めて充電し直さねば，研究者としての最
後の第四コーナーを走りきることはできない。独
創性のある論文を常に発表し続けないと，学界の
みならず学生からも相手にされなくなり，老兵は
去るしかない。定年まであと十年余だが，「あの
人，若いときには論文を出していたようですが，
五十を過ぎてからは，さっぱりですね」，これは，
私自身も口にし，またよく聞く台詞だ。
　そういった危機感を抱いていた折りもおり，ド
イツ・ミュンスター大学中国学研究所が客員教授
として招聘してくれた。週一回，授業（「中国古
代の書写材料」：http://www.uni-muenster.de/
Sinologie/に講義内容がある）をするのだが，あ
とは特別な義務はない。まさに充電のための絶好
の機会だと，有り難く承諾した。ただ，私のよう
な年齢のものは，大学内でいろいろな仕事，委員
をしており，長期の海外滞在は無理である。まし
てや，大学制度が変わる時期においてはなおさら
で，私も研究所においては，各種委員，研究班長，
大型科研代表者，そして COEの分担者としての
責任があり，ドイツ滞在を口にしたとき，当時の
庶務掛長に「先生，それは正気ですか？」と真顔
でいわれたのだ。果たさねばならない責務からエ
スケープして，所員各位，事務方には，本当に申
し訳ないと思っている。せめて，私にできること
は，COEをはじめとする研究と教育の成果を充
実したものにするため，自分の研究に邁進し還元
することしかないのだ。
　かくしてミュンスターでの静かな生活がはじま
ったのだが，早速耳にしたのは，evaluationとい
う言葉で，内部評価と外部評価，そして個人評価

が，それぞれ，ここドイツの大学でもはじまって
いた。今し方，この文を書いている私の部屋に立
ち寄った主任教授は，これからチュービンゲン大
学に出張だ，そこの大学が新しいアジア関係の研
究所を設置したのでその第三者評価（そのような
言葉ではなかったが）の為にいく，これがその資
料だ，と分厚い書類を見せてくれた。そんなもの
私は見たくなかったのだが，一瞥した頁には，京
都の某私大との国際学術研究云々の条項があった。
　また，この四月から急に出来した問題として，
研究所の統廃合が取りざたされだした。私がいる
研究所の建物には，他にインド学，エジプト学，
アラブ・イスラム学などの研究所があるのだが，
そのなかで，学生の数が少なくなった研究所を他
のところに合併させ，いくつかの研究所をまとめ
て，新しい，たとえばアジア学研究所といったも
のを立ち上げることを検討するよう，大学当局か
ら示唆されたのだ（大学本部は具体的なことは言
わず，現状を改革せねばならないから研究所が良
い案を出してくれという）。

ドイツ・ミュンスター大学より

冨谷　至

ミュンスター大学　中国学研究所のある建物
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　中国学研究所は幸いに学生数も多く（といって
も，現代中国語を学ぶ者と，アジア，とくに中国
からの留学生が多いだけで，古典中国を専攻する
ものは極めてすくないのが現状），廃止というこ
とには当面はならないが，他の研究所と一緒にな
ると，例えばポストなどは，他の研究所と貸し借
りを行う中で，やがては削減されてしまう危険性
がある。統合合併には乗り気ではないが，現状維
持はもはや認められない。ポストにかんしていえ
ば，その流用にあたり，大学当局と契約書を取り
交わしても，どこまで守られるか。
　言っておきたいが，以上は，私が殊更にものし
たフィクションではない。この酷似は，信じられ
ないが本当なのだ。「お前はいいなあ，そこから
逃げてきて」というドイツの同僚の視線に，ここ

でも申し訳なく身を小さくしている。
　いま少し，蛇足をくわえる。ミュンスター大学
中国学研究所が，私を招聘してくれたその第一の
理由は，上記の評価と研究所の存続に関わっての
ことである。何も私が高名で，また私の研究が優
れたものというわけではない。私の招聘・滞在費
は，German Research Councileというドイツの
学術振興会からでているのだが，これは所謂「競
争的外部資金の獲得」に属する。海外の「著名
な」研究者を招き，教育研究の活発化と国際交流
を図っている実績をつくることで，評価を得るた
めの事業の一環なのである。なんと我が人文科学
研究所の思惑と肝胆相照らすものではないか。海
外の研究機関との研究・教育における学術交流，
これはドイツの研究所にとっても存亡がかかる重
要課題に他ならない。こちらの主任教授は ZIN-
BUNとのより密接な交流を願っているのであり，
互いに交流のための外部資金を獲得して，実績を
あげ，それでもって高い外部評価を得ようとして
いる。私も自分のための充電だけではなく，相互
の交流が恒常的にかつ効果的につづくようなフレ
ーム作りに努力しよう。さすれば，日本・ドイツ
両研究所の同僚の私を見る目も，和らいでくるに
違いない。

中国学研究所図書室

研究所入口の看板
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　2004年 2月20日および21日の両日，京都大学人
文科学研究所において「唐代ナリッジベースの可
能性―唐代研究のための包括的電子アーカイブの
構築を目指して―」と題するワークショップが開
催された。21世紀 COEプログラムにおいて唐代
ナリッジベース構築作業が開始されたことを承け
て，このプロジェクトの発展に寄与しうる研究者
を招き，ブレインストーミングや意見交換を行う
ことを目指すものであった。
　文化遺物のデジタル化に関する作業は，以前か
ら台湾において大規模に展開されており，さらに
ここ数年は，個々の研究プロジェクトを国家レヴ
ェルで統合する試みもなされている。そこで台湾
の研究者達をこのワークショップに招き，彼らの
学識と経験を披瀝してもらうことにしたのである。
幸いにも，招聘したパネリスト達は，歴史・言
語・地理およびシステム構築という多様な分野に
ついて，その見通しと，様々な方法論的アプロー
チのサンプルを提供してくださった。

　一日目は公開ワークショップとし，いくつかの
プレゼンテーションが行われた。最初に，台湾中
央研究院資訊科学研究所の謝清俊教授により，資
料電子化に関する概観が述べられた。台湾中央研
究院における漢字のエンコーディングと二十五史
データベース作成をもって知られる謝教授は，ま
ず，情報を構成する要素とは何か，情報が，全て
の文化的活動の構成要素となるコミュニケーショ
ンに対してどのような関わりをもつのか，という
点から説き起こし，エルンスト・カッシーラーお
よびスーザン・ランガーの研究に触発された美学
記号論的議論を行った上で，情報の核と見なしう
るもののカテゴライズ，およびそれがデジタル化

の過程と可能性とにどう影響しうるかを論じた。
　チャールズ・ミュラー教授によるコメント，お
よび数分間の議論のあと，コミュニケーション科
学の学位を持ち，台湾国立政治大学ジャーナリズ
ム学科で教鞭を執る謝瀛春教授が，報道の内容を
捕捉するためのマークアップ技術の利用に関する
彼女の研究と，それがいかにして報道された事実
へとつながる多角的視野や解釈の道を供給しうる
かという点に関して報告を行った。教授はまた，
たとえば唐代に関する歴史的事実の報告や記述の
エンコーディングおよび，歴史資料の分析に対し
て，これがいかに有効に適用しうるかという点に
関する類推をも提示した。
　休憩の後，歴史地理情報システムの専門家であ
り，中央研究院計算中心のプロジェクトリーダー
でもある寥泫銘氏が，残念ながら急遽本ワークシ
ョップへの出席をキャンセルしなければならなか
った中央研究院歴史語言研究所の范毅軍教授に代
わり，近年の地理学情報システム（GIS）の発達
によって開かれた多様な可能性へと聴衆を誘った。

「唐代ナリッジベースの可能性」ワークショップ

クリスティアン・ウィッテルン

質問に応じる謝清俊教授



特に有望に思われたのは，テキスト・データベー
スその他の情報と，歴史地図データの統合であり，
それはすでに范教授による「中華文明之時空」プ
ロジェクト（1996年）の中で実現されているもの
でもある。
　この日の午後の最後の発表者は台湾中央研究院
語言学研究所の黄居仁教授であった。黄教授は，
「現代漢語平衡語料庫（Sinica Corpus）」，「近代
漢語標記語料庫（Academia Sinica Corpus of 
Early Mandarin）」，あるいは最近の「中央研究
院中英雙語知識本体詞網（Academia Sinica Bi-
lingual Ontological Wordnet（BOW））」 などを
含む多くの中国語資料やアーカイブの構築を主導
しており，また，元智大学の羅鳳珠教授と共同で
唐詩オントロジーのプロトタイプの開発をも行っ
ている。このオントロジーは Sinica BOW をベ
ースとしており，後者は特定のナリッジベース構
築のためのレファレンスと下部構造とを提供して
いるのである。この事実は Sinica BOW が，唐
代文明のような特定の知識体系をエンコードし，
記述するためにも適用可能であることを確信させ
る。現在まで，動物，植物，工芸品の三つのオン
トロジーが構築され研究されており，それは例え
ば唐詩における「シェークスピアの庭園」，つま

り唐代の詩に見える全ての植物を含むデータベー
ス，の構築を可能とするだろう。
　この発表の後にも，やはり活発な議論があった
が，残念ながら時間の関係で打ち切らなければな
らなかった。初日の公開ワークショップの内容は
以上の通りである。

　翌日，発表者とコメンテーターは，唐代ナリッ
ジベース・プロジェクトのメンバーや，人文科学
研究所のスタッフとともに，非公開の議論の場を
持ち，プロジェクトの現状と今後の見通しに関し
て終日検討を行った。この日は，クリスティア
ン・ウィッテルンによる唐代ナリッジベースに関
する背景説明，作業計画および現状についての詳
細な報告から始まり，ミュラー教授や発表者達か
ら多くの貴重なコメントが寄せられた。昼食後も
議論は続き，いくつかの具体的な提案もなされた。
例えば，唐代に用いられた異なる暦をどのように
エンコードするのか，あるいはナリッジベースの
内容が唐代に関する辞典の作成にどのように利用
しうるか等々である。それ以外にも，プロジェク
トに関与する諸機関の間でのデータ共有に関する
方針の確立，研究者の教育・養成をプロジェクト
に組み込むこと，などが話し合われた。

　全体的に見て今回のワークショップは，意見や
アイディアの交換の場を提供するとともに，唐代
ナリッジベース計画にとってきわめて生産的な調
整の場として機能したと言える。発表のアブスト
ラクトと発表者に関する情報は，COEプログラ
ムのウェブサイト（http://coe21. zinbun.kyoto-u.  
ac. jp）にて閲覧することができる。また，発表
内容は別個に報告書として刊行されることになっ
ている。
　最後にこの場を借りて参加者，出席者およびこ
のワークショップ実現のためにご尽力くださった
全ての方々に心より謝意を表したい。

ワークショップ終了後の記念写真
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TOPICS

21世紀 COE特別講演会「中国における書物の伝統」の開催
平成16年 3月10日（水）10時より、京都大学人文科学研究所北白川会議室において、表記の講演
会を開催した。報告者はお二人。中国国家図書館副館長の陳力氏が「二十世紀古籍辨僞學之檢
討」、同分館副館長の孫学雷氏が「印章流變與國圖普通古籍藏書印述略」と題して、それぞれ熱
弁をふるわれた。陳氏の報告については漢字情報研究センター教授井波陵一氏が、孫氏の報告に
は慶應義塾大学斯道文庫助教授高橋智氏が、それぞれコメンテーターを担当した。陳力氏は、現
在中国で精力的に推進されている全国的な古典籍データベースの中心的役割を果たしておられる。
漢字情報研究センターでは数年来「全国漢籍データベース」の事務局を担当し、鋭意データベー
スの建設を進めつつある折でもあり、色々と参考となるお話をうかがうことが出来たのは幸いで
あった。陳氏にはまた、二日後の 3月12日（金）東京で開催された第 4回全国漢籍データベース
協議会総会でも「中國古籍數字化的現状與展望」という講演をお願いし、全国の研究者、図書館
職員の方々と意見交換を行うことが出来た。一方、孫氏は現在分館（文津街にある北京図書館旧
址で、老館とも呼ばれ、主に普通綫装本を収蔵する）所蔵古籍に見える蔵書印のデータベース化
を進めておられ、画像の紹介とともにその成果の一部を披露された。お二人の報告は近く印刷に
附するとともに、ウェブ上でも公開の予定である。（高田時雄）

今後の主な行事予定
・平成16年 9月 6日（月）～ 9月10日（金）
　東アジア人文情報学サマーセミナー開催（10名程度の受講者を対象とする集中講義）
　詳細はおってウェブサイトに掲示されます。
・平成16年11月18日（木）～11月21日（日）
　京都大学人文科学研究所開設75周年記念シンポジウム（21世紀 COEプログラム共催）
　「中国宗教文献研究国際シンポジウム」
　京都大学百周年時計台記念館二階国際交流ホールにて
　詳細はおってウェブサイト、ポスター等で報知される予定です。
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